
     　ある財の需要関数と供給関数がそれぞれ次のように示されるとする。価格規
制と数量規制の効果に関する次の記述中のア～エに入るものがいずれも妥当なのはどれ
か。

　D ＝ ５００ －  　　　　〔D：需要量，P：価格，S：供給量〕

　S  ＝  　

・政府が，この財の価格の下限を ７００ とする価格規制を行ったとすると，この財の市場
では 　ア　 が 　イ　 だけ発生する。
・政府が，この財の生産量の上限を ２００ に制限する数量規制を行ったとすると，この財
の価格は 　ウ　 となり，生産者の財１単位当たりのレント（超過利潤）は 　エ　 と
なる。

ア イ ウ エ
１．超過需要　　１００　　６００　　２００
２．超過需要　　２００　　４００　　１００
３．超過供給　　１００　　４００　　 ５０
４．超過供給　　２００　　５００　　１００
５．超過供給　　２００　　６００　　２００

P
２

P
２
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      世界経済及び新興国・発展途上国経済に関する次の記述ア～エのうちには妥
当なものが二つある。それらはどれか。
ア．２０２５ 年１月時点のIMFの「世界経済見通し」によると，２０２３ 年から ２０２６ 年までの
実質経済成長率は，先進国よりも新興国・発展途上国の方が低く，国・地域別に見
ると，ユーロ圏の成長率は先進国全体の成長率を上回っており，インドの成長率は
新興国・発展途上国全体の成長率を下回っている。

イ．ロシアによるウクライナ侵略などを背景に，２０２２ 年以降は世界的なインフレの高
進が生じた。２０２５ 年１月時点のIMFの「世界経済見通し」によると，２０２３ 年から
２０２６ 年までの消費者物価上昇率は，先進国よりも新興国・発展途上国の方が高い。

ウ．２０００ 年から ２０２２ 年までのインドの産業別付加価値比率を「農林水産業」，「製造業」，
「サービス業」について見ると，「サービス業」は上昇傾向にある一方で，「製造
業」は伸び悩んでおり，インド政府は製造業の振興を図っている。

エ．２０２１ 年における主要国のアフリカへの直接投資残高を見ると，イギリスが最大で
あり，次いで日本が大きく，日本は中国の １０ 倍程度である。その背景として，日
本企業の海外現地法人の収益性（当期純利益率）が，アジアよりもアフリカの方が
高いことが挙げられる。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．ア，エ
４．イ，ウ
５．イ，エ
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